
漁

　

業

　

経

　

済

学

　

会

　

短

　

信

第
二
五
回
大
会
案
内
特
集

第
二
五
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

中

　

井

　

　

　

昭

｢
水
産
物
の
流
通
機
構
｣

一
九
七
七
年
六
月
三
日
に
大
阪
で
開
か
れ
た
第
二

四
回
漁
業
経
済
学
会
大
会
で
の
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
二
〇
〇
カ
イ
-
漁
業
専
管
水
域
設
定
へ
の
対
処
｣

で
の
論
議
に
お
い
て
､
作
ら
れ
た
｢
食
糧
危
機
論
｣

に
便
乗
し
た
水
産
物
の
価
格
変
動
や
､
そ
れ
を
も
た

ら
し
た
種
々
の
流
通
機
構
に
関
し
'
批
判
的
指
摘
が

な
さ
れ
た
｡
そ
し
て
'
水
産
物
流
通
問
題
に
つ
い
て

の
現
実
的
な
矛
盾
点
が
社
会
的
に
も
強
い
関
心
を
も

た
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
｡
こ
の
こ
と

は
､
今
後
の
二
〇
〇
海
里
時
代
に
お
け
る
日
本
漁
業

の
発
展
方
向
を
考
察
す
る
場
合
'
そ
の
一
環
と
し
て

｢
流
通
問
題
｣
を
重
要
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て

取
り
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
｡

ま
た
'
わ
れ
わ
れ
は
､
一
九
七
五
'
七
六
年
に
行

な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
｢
日
本
漁
業
の
成
長
メ
カ

ニ
ズ
ム
｣
　
に
お
い
て
高
度
経
済
成
長
期
を
通
じ
て
の

漁
業
経
済
構
造
に
つ
い
て
'
一
定
の
分
析
を
終
了
し

た
が
､
そ
れ
と
の
関
連
で
'
そ
の
後
の
低
成
長
期
､

二
〇
〇
海
里
時
代
と
い
う
新
し
い
段
階
で
の
構
造
変

化
や
'
新
し
-
創
出
さ
れ
､
又
は
創
出
さ
れ
つ
つ
あ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
､
適
確
な
分
析
を
行
な
い
'
研

究
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
｡
そ
れ
に
は
勿
論
'

生
産
･
流
通
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
'
時
間
的
'
能
力
的
制

約
を
考
え
る
な
ら
ば
'
個
別
的
分
野
に
つ
い
て
の
研

究
を
積
み
重
ね
t
 
l
走
の
時
期
に
総
合
化
す
る
こ
と

が
適
切
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
観
点
か
ら
'
前
述
と
の
関

連
も
考
慮
し
っ
つ
､
今
回
は
｢
流
通
問
題
｣
を
テ
ー

マ
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
､
学

会
短
信
恥
2
6
で
も
記
述
の
.
ご
と
-
'
｢
そ
の
範
囲
に

は
'
消
費
論
､
市
場
論
､
流
通
機
構
論
､
あ
る
い
は

需
給
論
と
'
非
常
に
広
い
問
題
領
域
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
か
ら
､
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
効
果
的
に
行
う
た
め

に
は
､
論
点
を
整
理
･
限
定
し
て
､
か
み
合
っ
た
論

議
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
｣
'
種
々
検

討

の

結

遷

都

み

菅

蓬

と
し
た
｡

そ
の
場
合
､
流
通
機
構
論
と
い
っ
て
も
'
大
漁
港

生
産
地
､
漁
村
的
生
産
地
､
大
都
市
消
費
地
､
地
方

的
消
費
地
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
諸
問
題
が
あ
り
､
こ

れ
ら
を
個
別
的
に
論
議
す
る
こ
と
は
'
限
ら
れ
た
1

日
の
日
程
で
は
不
可
能
で
あ
る
0
そ
こ
で
今
回
沌

㌔

.

.

/

.

大
都
滞
滴
賀
地
に
お
け
る
流
通
機
構
の
問
題
に
焦
点

を
し
ぼ
っ
て
論
議
す
る
こ
と
と
L
t
　
他
の
地
域
的
な

流
通
機
構
問
題
は
な
る
べ
く
前
日
の
一
般
報
告
で
論

議
し
て
お
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
次
第

で
あ
る
｡



報
告
論
題
･
報
告
者
･
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
等

仙
大
都
市
消
費
地
に
お
け
る
水
産
物
市
場
流
通
の
変

ぽ
う
と
課
題

報

告

者

　

　

秋

谷

　

重

男

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
秋
山
　
博
一

高
山
　
隆
三

S
i
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
機
構
を
め
ぐ
る
諸
問
題

報

告

者

　

　

中

居

　

裕

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
　
広
言
　
勝
治

A
C
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
機
構
を
め
ぐ
る
諸
問
題

報

告

者

　

　

酒

井

　

亮

介

コ

メ

ン

テ

ー

タ

-

　

　

倉

田

　

亨

(
必
矧
の
論
題
の
表
現
に
つ
い
て
は
若
干
変
更
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
｡
)

司

会

者

　

　

　

中

井

　

　

昭

吾
木
　
武
1

日
　
程
　
六
月
四
日
(
日
)
九
時
三
〇
分
よ
り
開
始

し
､
午
前
中
に
報
告
を
終
了
｡
一
三
時
よ
り

1
四
時
三
〇
分
ま
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
よ
る

コ
メ
ン
ト
｡
1
四
時
三
〇
分
よ
り
1
七
時
ま
で
､

討
論
と
ま
と
め

以

　

上

第
二
五
回
漁
業
経
済
学
会
大
会
の
お
知
ら
せ

｢
会
場
　
東
京
水
産
大
学
教
養
科
D
四
〇
九
教
室

(
四
階
)

東
京
都
港
区
港
南
四
1
五
-
七

電
話
〇
三
-
四
七
1
-
1
二
五
1

(
内
線
三
三
四
)

(
道
順
)
国
電
品
川
駅
東
口
よ
り
徒
歩
一
〇
分

二
'
日
程
◎
六
月
二
日
　
(
金
)

午
後
四
時
-
六
時

全
国
理
事
会
(
於
'
東
京
水
産
大
学
教

養
科
会
議
室
)

◎
六
月
三
日
　
(
土
)
午
前
1
0
時
-

一
般
報
告
･
総
会

◎
六
月
四
日
　
(
日
)
午
前
九
時
三
〇
分
-

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢
水
産
物
の
流
通
機
構
｣

三
'
一
般
報
告
の
要
旨
捷
出
先
と
期
限

一
般
報
告
を
な
さ
る
方
は
､
報
告
要
旨
(
四

〇
〇
字
三
枚
以
内
ヨ
コ
書
)
を
五
月
一
五
日

必
着
に
て
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
｡
な

お
､
配
布
資
料
は
各
自
で
五
〇
部
は
ど
御
用

意
願
い
ま
す
｡

四
'
宿
舎
に
つ
い
て

各
自
で
確
保
し
て
下
さ
い
｡

五
'
大
会
運
営

企
画
､
編
集
担
当
常
任
理
事
を
中
心
に

そ
の
他
理
事
の
協
力
に
よ
る
｡

六
､
懇
親
会

大
会
当
日
御
案
内
致
し
ま
す
｡

七
､
一
枚
報
告
　
(
予
定
)

水
産
物
流
通
の
動
向
と
問
題
点

-
関
西
地
域
を
中
心
と
し
て
-

福
豆
　
敬
宣

水
産
物
消
費
の
構
造

長
谷
川
　
彰

サ
ケ
定
置
網
漁
業
に
お
け
る
漁
場
利
用
の
問
題
点

鈴

木

　

　

旭

藤
戸
内
海
に
お
け
る
イ
ワ
シ
漁
業
の
立
地
に
つ
い

て

外
間
　
源
治

焼
津
･
御
前
崎
カ
ツ
オ
漁
船
乗
組
員
幹
部
の
部
下

統
卒
指
導
性
に
つ
い
て

池
松
　
政
人

養
殖
漁
場
の
合
理
的
利
用
に
つ
い
て

内

藤

一

郎

栽
培
漁
業
の
生
産
共
同
化
に
関
す
る
一
考
察

-
北
海
道
猿
払
村
の
事
例
か
ら
-

島

　

　

秀

典



岩　中　斉　大　平　鶴

崎　込　藤　島　沢

寿　暢　正　妻

田　木　秋　蓑　千　矢　飛

中　下　谷　田　手　荻　田　井　西　藤

光　哲　重　瑞　竜　静　勇　　村　康

男　郎　男　穂　征　也　次　昭　輩　男

作

◎
学
会
誌
編
集
の
進
行
状
況
と
方
針
の
変
更
に
つ
い
て

(
企
画
･
編
集
担
当
理
事
会
)

1
､
二
四
巻
言
ち
･
｢
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
集

号
｣
は
'
左
記
の
構
成
で
編
集
を
終
り
､
現
在
､
印

刷
中
で
す
｡
六
月
の
大
会
ま
で
に
､
皆
さ
ん
に
お
届

け
で
き
る
予
定
で
す
｡

鎗
文
仙
漁
業
労
働
力
の
需
給
構
造
-
以
西
底
曳
網

漁
業
を
事
例
と
し
て
ー
　
　
　
中
込
暢
彦

惚
東
北
型
漁
菓
労
働
力
構
造
の
現
段
階
的
性

格

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

広

吉

勝

治

胤
室
戸
地
域
マ
グ
ロ
漁
業
労
働
力
構
造
の
概

括

的

考

察

　

　

　

　

　

　

　

　

八

木

庸

夫

報
告
◎
漁
業
の
労
働
力
構
造
-
第
二
四
回
大
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
点
を
め
ぐ
っ
て
-

志
村
賢
男

二
へ
　
漁
業
経
済
学
会
の
育
て
親
の
1
人
'
宮
城
雄

太
郎
先
生
が
'
1
月
十
四
日
､
京
都
府
宮
津
の
御
自

宅
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
｡
編
集
理
事
会
は
､
先
生
を

思
ぶ
た
め
に
'
漁
村
文
化
協
会
浅
野
正
次
氏
に
お
額

い
し
て
'
先
生
の
菓
績
紹
介
と
論
文
目
録
を
二
四
巻

二
号
に
御
投
稿
い
た
だ
-
こ
と
に
し
ま
し
た
｡

な
お
､
本
号
は
会
員
の
自
由
投
稿
に
当
て
て
お
り
'

現
在
'
既
に
次
の
四
論
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
｡

四
月
末
に
は
編
集
を
終
え
'
印
刷
へ
回
わ
す
こ
と
が

で
き
る
予
定
で
す
｡

仙
沿
岸
漁
業
の
再
編
成
と
｢
構
造
改
善
｣増
田
　
洋

必
地
域
漁
業
の
変
貌
と
市
場
流
通
問
題
～
北
海
道

後
志
管
内
岩
内
町
を
事
例
と
し
て
ー
長
谷
川
健

二

価
ホ
タ
テ
且
増
養
殖
の
課
題
と
展
望
　
境
　
1
郎

㈱
わ
が
国
の
｢
あ
ま
｣
の
分
布
と
そ
の
増
減
に
関

す

る

考

察

　

　

　

　

　

　

　

　

　

大

喜

多

甫

文

三
'
二
四
巻
三
･
四
合
併
号
は
､
既
報
の
と
お
り

岡
本
清
造
先
生
の
退
官
記
念
号
と
し
て
編
集
を
進
め

て
来
ま
し
た
が
'
本
年
は
'
当
学
会
の
二
五
周
年
記

念
号
｣
に
改
め
'
広
く
学
会
員
か
ら
も
投
稿
を
求
め

る
こ
と
に
し
､
岡
本
先
生
関
係
の
論
文
も
そ
の
中
に

含
め
る
と
い
う
方
針
に
変
更
し
ま
し
た
｡
な
お
､
投

稿
論
文
数
が
多
く
　
三
号
に
収
ま
ら
な
い
場
合
に
は
､

次
号
(
二
五
巻
三
号
)
も
同
記
念
特
集
号
に
す
る
こ

と
を
考
慮
し
て
い
ま
す
｡

以
上
の
方
針
変
更
を
'
会
員
の
皆
さ
ん
が
御
了
承

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
共
に
､
同
特
集
へ
の

積
極
的
な
勧
投
稿
を
期
待
し
ま
す
｡

◎
原
稿
募
集

学
会
二
五
周
年
記
念
論
文
を
募
集
し
ま
す
｡
締
め

切
り
日
は
五
三
年
七
月
末
日
　
(
期
日
厳
守
)
､
投
稿

要
領
は
従
来
ど
お
り
で
す
｡
ふ
る
っ
て
御
投
稿
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
｡

事
務
局
通
信

□
昭
和
五
二
年
度
ボ
ー
ナ
ス
･
カ
ン
パ
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
所
期
の
目

標
を
達
成
致
し
ま
し
た
｡
こ
こ
に
御
報
告
申
上
げ

感
謝
致
し
ま
す
｡

募
金
額
(
三
月
三
一
日
現
在
)
　
1
八
六
〇
〇
〇
円

募
金
者
数
　
六
四
名

募
金
者
氏
名
(
順
不
同
)

岡

　

　

　

伯

　

明

　

　

近

富
山
県
漁
協
組
合
連
合
会

五

十

崎

　

　

　

暢

宮
　
城
　
雄
太
郎

中



永柳増木前安閑関菅申隆加 倩��kﾂ�

延谷田原川楽与根原前島瀬 

幹信康朋守一幹洋史和 

男-洋雄幸哉郎男-明夫俊 

健東北法東外北水東 傀｢����
設京海政北務海産京 
大水道大区省道庁〝水 
学産大院水経漁産 
校大学生研済遠大 
研局学 
究 

坐 

岡竹畠松松井外三大姦片榎 倩��kﾂ�

本浜山岡田手間浦野岡 

秀和英意義源元栄基千彰 
賀 

勝一史二明明治雄一一之徳 

水水全水ウ南宮駒東鹿京 傀｢����

芳芳冨芳書西城沢京児都 区漁大水島大 組ノし蛮連芸票毒芸 

合海生研生 
遠洋究 
合研生 
会究 

所 

松　内　高　浜　米　市　八　浅　鎌相　浦

坂　藤　橋　口　田　川　木　野　倉沢　城

利　一　泰　光　一　英　庸　長　靖　　晋

通　郎　彦　也　三　雄　夫　光　夫　昂　-

境　宮

徳　辰　　三　一　常　　　　礼

隆　夫　雄　宏　郎　郎　-　亨　彰　三興

池　寺

松　坂　屋　本　田　成　輪

政　　勝　典　　幸　千

人　登　雄　昭　勉　一　年

野　酒　河　青　外　高　伊

沢　井　野　野　間　山　藤

勇　亮　通　寿　源　隆　義

作　介　博　郎　浩　三　勇

村　枝　本

質　俊　辰

男　雄　義

岩　小　孔

切　松

郎　介　植

三　三　山　原　田　菊　飯　秋

塞

県　宅　本　多　中　地　生　田

漁
連　哲　　計　　重　喜　俊

夫　正　志　弐　嘉　保　一

渡　安　長　宮　田　小　岩

辺　岡　井　原　代　黒　井

栄　晴　　九　三　暫

一　幸　理　一　郎　郎　肱

古　佐　矢　中　中　藤　高

川 藤　口　村　村　原　田

昌　陸　弘　輝

久　大　雅　之

間　藤　野　宿　山　川　谷

本　田　中　水　田　口　川

六　三　隆　恭　高

勝　正　郎　郎　成　一　士

◎
薪
入
会
者
(
昭
和
五
〇
年
度
以
降
)

嘉

　

成

大
海
原

小

　

熊

二
野
瓶

橋

　

本 本

中

　

楯

浜

　

崎

長
谷
川

倉

　

田

三富和柿多 漁
業
信
用
基
金
中
央
会

大
書
多
　
甫
文

山壁忠

竜昭成

◎
昭
和
五
〇
年
度
以
降
次
の
会
員
の
方
々
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
｡
慎
し
ん
で
御
冥
福
を
お
崩
し
ま
す
｡

安
藤
　
由
久
　
岩
崎
　
繁
野
　
植
田
　
拓
冶

桜
田
　
勝
徳
　
宮
城
　
雄
太
郎

三
嶋
船
員
組
合

◎
会
費
未
納
(
二
年
以
上
)
に
つ
き
会
誌
発
送
停
止

会
員

正

　

直

紀
三
男厚

◎
退
会
　
(
本
人
よ
り
の
申
出
)


